Le Théâtre italienにおけるColombine役の発展 by 赤木, 富美子
Title Le Théâtre italienにおけるColombine役の発展
Author(s) 赤木, 富美子






















































































































































































































































































































　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　ミ
しN





































































　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 I
8 10
Arlequin　Misanthrope（1696）
小間使
Pasquin　et　Marforio（1697）
・腰゜上1
Les　F6es　（1697） 4
細㎞
2 LaF6e
　この表を検討してみると，正確にColOmbineの登場数を他の女優と比較できる41の劇の申，
Colombineの方が多く登場するものは28，少いものは5にすぎない。特に1685年以後の活躍が醒
立ち，他の女優と10場以上の差のあることも，珍らしくない。つぎに，Colombine役とは，どん
な役だったのかを，調べてみると，Colombineの登場が確認される49の劇の中，34が娘役，花嫁
も入れて8が夫人の役，5がその他となる。　（その仙というのは，女神など）そして34の娘役の
中，実に20が小間使の役であることがわかる。（14b）
　結論として，Colombineの演技の巧みさも人気の原因にはちがいないだろうが，その役のイメ
ー ジ「小間使」筍が，喜鯛の巾の重要な人物として，フランス人の好みに合ったのだと欝うこと
ができるであろう。
　しかし，Colombineは，また，ノ1畷冒使でない娘，としても14の劇に登場していることに注層し
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なければならない○先にあげたように，イタリヤ劇鶴では，CGIombiReはつねに，　Colo　mbine
であるという原則に従って，Colombineの令嬢は，小間使Colombineと，非常によく似たイメ
ー ジの，娘であるということが，当然，想像できる。このことを，ほんらいの令嬢役，Isabelle
やAng61iqueと比較しながら，あきらかにし，同時にCo王ombineのイメージを浮出させたい。
　他の娘役との性格の比較
　まず，Isabelleと，　Colombineのちがいを，ひとことで明らかにする科日を，　Colombine　E
身が言っているので，それを引用したい。1694年の作品，Arleguin，　defenseur　du　beau　sexeの
中で，「人間みんな，それぞれ欠点はあるもの」といった後で，　「Coiombine　est　trop　gaye，
Isabelle　est　trop　s6rieuse．」（Acte　H　scene　2）と彼女は云い，それを裏書きして，　Isabelleは，
「Tu　l）adine　toujours，　Colombine：peux－tu　rire　dans　une　affaire　si　s6rieuse？．」と，恋愛にお
いても，笑うこと第一のColombineにおどろいている。　Isabelleが，輿面目な恋入役で，　Co－
lombineが，茶化し役というこの役割は，Colombineが活躍しはじめる以前の，i683年のParodie
de　Btirti7tice（Arlequin　Proth6eの一場面）でも，すでに，はっきりしていて，そこでColombine
は，B6r6niceを演じながらも，恋にやっれた，ため息が，自分には似合わないと宣言し，　「je
ne　veux　d’un・amant　que　Pour　rire　」　とか，　「je　hai　le　s6rieux，1’aime　Penjoueme且t．」　とか
いって，Isabelleをおこらせる。　Isabelleは，　「．vous　raillez　assez　bien．　Vous　jouez　votre
「olle・Yai　jou61e　mien．　jと去ってゆく。（A．1，　S．2）
　Isabelleの純真型と，　Colombineの享楽型の対照は，イタ．リヤ劇団の申で，一つのパターンの
ように，くり返され，だんだん大きな興味の中心になって行ったようにおもわれる。すでに1684
年の，L’　EmPereur　danS　la　luneのように，　Colombineのあまり目立たない作品にも，　Scb？ie
d’lsabeUe　et　de　Colom6ineがあり，そこで，気にそまぬ結婚を心配しているIsabelleに向って
Colombineは，「Ωue　vous　etes　bonne！」と笑い，結婚は生活のためにするもので，後はたの
しくくらせばよいと，害1切っている。（t．1，p．143）
　恋愛をテーマに，二人の娘の意兇が，　わかれる場合には，Isabelleは誠実さを重視し，　Co－
lombineは策略を第一とこころえる。1691年のLa　Coquetteで，二人の娘は議論して，おけい
こごとにはげんでも，仲々恋人ができないとなげくIsabelleに，　Colombineは，「1’hbmme　est
ull　animal　qui　veut　6tre　tromp6．．」と観察し，　「il　faut　bon　gr6　mal　gr6　que　quelque脆te
donne　dans　les　toiles」（A．1，　S．2）　といって，相手を感心させている。
　この対照は，Isabelleの後をついだAng61ique（le）の場合も同じである。　La　Thbse　des　dames
（1695年初演）で，恋人への忠実をちかうAng61iqueは，これを笑うColombineにおどろい
て，「Tu　es　donc　persuad6e　que　Ia　fid61it6　est　un　meuble　inutileきune　fille？　」と1剖い返
す。Co玉ombine・は，「Oui，　et　c’est　une　t捷se　que　je　pr6tens　soutenirjとまで云って，　それ
が劇のテーマとして展開する。（A．II，　S．3）
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　さらにこの対照は，結婚にさいしての，二人の娘の選択の基準のちがいに，強くあらわれ，そ
こから，女性としての人生をどう歩むかという，ちがいへ深く発展してゆく。Isabelleや，
Ang61iqueは，結婚に際して，自分の愛，自分の心を第一に考える理想型，　Colombineは，そ
の夢のような生き方を笑って，結婚は生活の手段でしかないと割切る，徹底した現実型である。
「que　mon　amant　soit　mo且mari；mon　mari　soit　mon　amant」と希うAng61iqueにむかっ
て，Colombineは，「Tout　vieux　m6decin　qu’il　est，　il　est　riche」と全く別な見地を示し（La
Fitte　de　bon　sens，1692岳ド，　A，1．　S，3），　Arlequi？z，　d6∫en∫ezer　du　beαZt　sexe（1694fsf－）でも，結
婚前に，ありのままの自分を見てもらいたいと理想をのべるIsabelleに，　Colombineは，「相
手の女のありのままがわかっても，なお結婚するほど向うみずな人間が，いるものですか」と～
笑に附している。（A．1，S．5）
　この基本的な性格は，Colombineが，たまにIsabelleのような令嬢役をやった時にも，現わ
されていて，La　Coquetteでは，気にそまぬ結婚をすすめる父を怒らせた末，「いくらでもどな
るがよい。父親が不機嫌だからといって，恋人を失ってたまるものか。この恋人の少い時期に。」
と，いっこうやさしさのないところを兇せている。また1691年のEsoPeでも，「お父さんの御
約束です。」と，結婚をせまる相手に，Colombineの令嬢は，「では，父と結婚されたらいかが
？私の約束と関係ありません。」（A．II，　S．1）とやり返す。とに角，なよなよとした女らしさは，
令嬢Colombineにも，決してみられず，　Isabe艶のような単なる恋人役は，55の劇を通じて，
Prticaution　imitUe（1692年）の妹役だけで，たとえ令嬢であっても，ずい分がめつい娘を演じ
ている。Les　originaux（1693年）では，　Colombineは騎士にむかって，「Vous　savez，　monsieur，
qu’en　tout　pays，1’argent　sert　d’introduction　au　m6rite．」と宣言しているし，　La　Femme
η82z9廊（1689年）では，　Colombineのやり方に，乳母がおどろいて，「この娘は，3ケ月で歯が生
えていた。だから（鶴亀々々／）18才のわりに火変なやり手になってしまった。」（A．1，S．1）と
感心する。（17）
　以上，Isabelleや，　Ang61iqueが，真面目で，誠実な，夢みがちな恋人役であったのに対して，
Colombineが，理想を，遇わず，策略を好み，現実の人生を闘白おかしく生きようという享楽型を
演じていたことが，はっきりしたと思われる。Colombineが，フランス人観客の好みに合って，
どんどんIsabelleを圧倒して，場面をうばっていったことを考える場合にも，この基本的な役柄
の性格を抜きにすることはできない。
　けれども，17鴛紀末の喜劇界の流行が，風俗コ出二劇へ向い，現代社会の楓刺が，その主流を占め
っっあっ’たことを，思いあわせると，Colombineには，もっと別な要素が一当時のフランスの
祉会の期待に応じるような大きな要素が一備っていたことが考えられる。以下は，Colombine
をさらに詳しく分析して，こうした要素の解明にあたりたい。
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　Colombineの身分
　先の表でもみたとおり，Colombineの演じた34の娘役の申，実に20が，小間使の役であった。
そこで，当時の小間使の身分に少しふれて，それが，いま検討したColombineのイメージと重
って，どんな小問使として，観客に好まれたかを，明らかにしたい。17世紀も末になると，経済
的丈配権を乎に入れて，　「貴族らしく」生活することに専念していたBourgeois階級の妻や娘
達は，Moliさreに出てくるような，家事万端をとりしきる年輩のservante（18）のイUlに，身のまわ
りの世話をする小娘を手許において，お供にもつれて歩くのが普通になった。小間使を志願する
娘達は，小宮吏の娘などが多く，ω）或程度の教養もあり，気が利いていて，女主人の気持をのみ
こんでいて，恋文のお使いもするし，髪を結ったり，化粧をしたりするのも，小闘使の役であっ
た。いま資料として用いているイタリヤ劇団のレパートリ～の中にも，小聞使が，自分の化粧の
腕に自信をもっているさまが，描かれている。Colombine－「Ωue　ne　me　laissez－vous　faire？
Je　ne　veux　qu’une　petite　couche　de　rouge　pour　r6parer　des“trente　m6chantes　1ユuits，1a
plus　obstin6e，（leヱ）ivorCe，　A，1，　S．6）
　また，若い女主人と，同年輩の若い娘で，～種の遊び相乎にもなっていたらしい。小閥使は，
女主人の客と，m6nuetを踊ったり（le　Mai’ch　and　du！）Pe’，　A、　II，　S．9），女主人のダンスの先生
と踊ったりもしている。（le　Divorce，　A．1，　S．6）
　このような，主従二入の若い娘の場面は，55の作品の中でも大変多いので，まず，Colombine
の小腸使は，女主人と，どんな関係にあるのかを検討してみよう。
　先にみたように，Isabelleや，　An961iqueと，　Colombineの人生観は，全く対照的なのだか
ら，主従の場は，いつも意見の対立によって活気ずけられている。そしてその場合に，つねに，
小聞使Colombineの意見が，相手をひきずって，おわるのが目立つ。
　17才の女主人が，同年輩の小間使にそそのかされて，「Fais　donc　tout　ce　que　tu　voudras．」と
入の噂を気にしながらも，　夫と別れる算段を委せる話le　D勿oroθもある。　Colombineは，
「laissez－m。i　faire．1（A．　HI，S．1）とか，「Ne　vous　mettez　pas　ell　peine，　Madame，　je　vous　en
tirerai．」（ibid，　S．3）と｛会｛繕たっぷり，まんまと成功するという筋である。　Le　A4arC！za？id　duPP6
でも，令嬢lsabelleは，　「je　ne　parle　en　compagnie　que　sur　la　tablature　que　tu　me　donnes．」
と，　Colombineのかいらいで，　「J’ai　us6　toutes　mes　ruses　pour　vous　faire　subsister．」と
　　　　　　　　　　　り　　の　　り　　り
云う科EIのとおり，二人の貧しい主従の娘は，　Col◎mbineの才覚で生活してきたのである。（A．
1，S．5）。La　Fitle　de　bon　sensでも「Laissez－vous　conduire．」と女主人を牛耳り，（A．1，　S．3）
Les　Chinoisでは，令嬢に，選ぶべき夫にっいて「dis－moi　en　conscience．」と，たよりにされ
ている。Colombineはいっも，　「Croyez－moi，　je　ne　vous　donnerai　jamais　de　m6chans　con－
sells．」（La　Th　i・se　des　Dames，　A．1，　S，5）と，たより甲斐のある娘である。
　こうして，女主人との関係においては，Gherardiの集録した劇金体を通じて，主導権がCo－
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lombineにある。それはまた，彼女が，いつも実行力に富む女性として描かれているということ
であり，劇においては，常に，進行をきめる重要な役割を果すという結果になる。
　Colombineと悪だくみ精神
　ではつづいて，Colombineの生き方の検討に入ろう。
　第一に霞につくのは，彼女が，この時代の嵜劇の小闘使の例にもれず，金銭万能の，徹底して
immoraleな恩想の持主である場含が多いことである。ある時は，令嬢にとりなしてあげると巧
みに女主人の伯父から金をせびり（Leハ4ακん伽4　dZtppe，　A．　II，　S．2），當裕な商人からは，令嬢
をそそのかして，金をまきあげる（ibid，　A．　II，　S。8）。またある時は，財力が第一だと，財務筥と
の結婚をすすめたり（Arteqttin，　EmPereur　dans　lαtltne，　scbne　d’lsabeUe　et　de　Cotombine）　，
「De　quel　que　part　que　viennent　l’argent，　il　sens　toujours　bon．」（la　FilLe　de　boii　sens，　A．
1，S．2）とうそぶいて，令嬢に，金持との結婚をすすめている。小間使の余得を語り，いかに金
をまきあげるかを，おもしろおかしく話してきかせる場爾も多い。（例えば，ム8550z4加f5，　scbne
de　Colombine　et　d’ ．　Isabelleや，　Le　Depart　des　comtidiens．　A．1，　S．6）
　こうして，シニックな人生観をまきちらし，女主人をそそのかして，とりまき達から金をまき
あげるところに，Colombineの小間使1斐の本領があるのだが，しかし，他の劇に端役で出てくる
小問使とちがって，Colombineの役害彗は，そこでおわらないのである。
　彼女は，令嬢の，夢みたいな結婚への理想や，若妻の，色男への甘い恋などを，わらって，か
らかいながらも，女主人の気持に味方して，結周は，その恋をとげさせてやるのである。そして
ここにColombineの，面目とカとが発揮される。
　この構造を，典型的な劇をパターンにして説明してみよう。
　Le　Marcゐand　4妙擁は，1688年の作品。美しい令嬢王sabelleは，お金に困っているが，恋人
Aurelioと結ばれるためには，誠実さが第一とおもってきた。（2°）小闇使Colombineは，恋人に
は嫉妬心をおこさせなければ駄目と伝授，王sabelleはCoiombineに援助をたのむ。（A．1，　S．5）
C。lombineの策略で，富裕な商人，　Friquetは，妻の目をぬすんでIsabelleに大金を運び，そ
の息子は，めかしこんで父にかくれて令嬢のところに入りびたり（S．5），老人の医者も，王sabelle
に想をかけて，Colombineに金をまきあげられる（A．　H，　S．2）。結局，商人と息子がばったり
出会って，思わせぶりでみんなを操っていたColombineと令嬢の手口が，ばれそうになるが（
A．III，　S．6），　Colombineが，すばやく商入の妻をよびにやった，またはそのふりをしたので
（S．7），商人はあわてて逃げ帰り，　今はまったくIsabelleを熱愛するようになったAur61ioと
令嬢は結ばれ，Colombineは，その下僕と結婚する（S．8）。
　この劇は，もっとも単純に典型的なsituationを示しているが，イタリヤ劇団で，　Colombine
に，してやれらる型は，大体三つに大別できる。郷金のカで，若い令嬢と結婚しようとする老人
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（職業は医者が多い），　女たちの手管にかかっておだてられ，金をしぼりとられる財務官や大繭
入，若い妻が，夜遊びや賭や恋愛三昧にふけるのが，我慢できない嫉妬深い夫，である。若者た
ちの自然な恋の昧方をして成就させるという筋は，Molibreにも多く，喜劇の常道であるが，世
紀末の世相を反映して，Nを射るのは，夫をだまし，金持のかもをだまして，伊達男（joli　hom－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
me）（’コ1）を相手に，賭や，ぜいたく三昧にふける，女たちの手練手管のおもしろさ，である。（22）こ
ういう場合，劇はかならず，筆略の勝利におわり，女たちがひどい目にあうことは，一度もなく，
古い道徳を足蹴にしたような，一種独特の論理で，貫かれている。若くて，美しい女を，閉ちこ
めておこうなんて，もっての他だ，私たちは快楽をもとめ，自由に生きる権利がある。欺される
のは，自惚れのつよい男たちがわるいのだといった，基本的な主張の上にたって，劇が展開して
いるのである。
　しかし，極端に享楽的な一蕨を反映しながらも，ここでは，策略は，女たちが，男性の身勝手
に対抗して，弱いものが強いものを，へこまそうとする時の，唯一の方法として是認されており，
劇の申に，何度も，その弁明が，あらわれている。例えば，女性にだけ，貞淑を強いる身勝手さ
を，Coiombineは指摘し，こんな道徳は，年よりの都合のために発明された，　「de　vaines　chi－
mbres．」（La　T伽8　des　Dames，　A．　M，　S．4）だと，弁じて，相手を降参させている。浮気な夫
を妻と情婦が協力して，たたきのめす話，Cotombine，　femmeηeng6eでは，　「Si　on　faisait　tous
les　mols　trois　ou　quatre　lescives　de　cette　force－lh，　les　hommes　se　tiendroient　un　peu　pius
dans　le　respect．」（A．　II，　S．12）と，下僕が秘かに感想をもらしている。
　カや金のある，この社会の支配者を，たくみな，わなにかけて，やっつけるという発想は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　o
la　Fonrberie　de　Scapinといった傑作をも含めて，喜劇の本質の一つのように思われる。この
点，Colombineの存在は，他の多くの喜劇の下僕役と，対をなすもので，ずるくて，りこうな下
僕に対する人気の高まりと，関係ずけることができる。その一つの証明として，小間使Colom－
bineと，下僕Arlequinのかけあいの場面が，全集録を通じて，圧倒的に多いことがあげられ
る。（23）
先に，一つの典型としてあげた，Le　Mαrchand　duppeでもそうだが，1692年の，　LαFiife
de　bon　sensでも，　Colombineは，令嬢の恋入G6ronteの下僕，　Arlequinを，見込みのある
人問と認め，将来を語り合う。そして，二人の主入たちを，結び合わせ，自分たちも結婚しよう
と，協力を約束する（A．1，S．5）。　Arlequinが，じゃま者の一人，老医者を，撃退しているあ
いだに，Colombineは，他の恋仇，　OctaveとCinthioをわなにかける。人生の裏を知りつくし
た者岡志の，意気のあった策略家ぶりは，当時の観客を，充分たのしませたにちがいない。恋も
また，彼らにとっては，主人たちのような思わせぶりでなく，この伸間意識の延長のようで，う
てばひびく短いやりとりは，（23）1働紀後の傑作，FigaroとSuzanneを，おもわせる。
11
　令嬢や若い夫人が，やくざ貴族の，かっこよさに魅かれるのとちがって，Colomblneが，下僕
の巾に評緬するのは，つねにその才気である。　「je　connais　assez　les　gens　de　condition　pour
les　estimer　selon　leur　prlx．」（Arlequin，　d6fenseur　du　beau　sexe，　A．　III，　S．2）と，　いいき
る彼女は，「Ωue　tu　es　devenu　habile　depuis　que　je　ne　t’ai　vu．　J（La　Fi〃e　de　bon　sens，　A．
1，S．5）と，　Arlequinを評価している。（25）
　地位も生れも金もない彼らにとって，将来をきずくものは，ただ自分の才覚だけでしかない。
この意味で，Colombineが，古い道徳も，倫理もけとばして，なお価値を認めるものがあるとす
れば，それは，espritだけだといってよいであろう。　f財産も家柄も，何するものぞ，　espritが
あれば，すべてこの世は何とかなるさ。」後にFigarOに体現される，この楽天的人生観が，実
現しうるような流れにむかって，社会が動いていたのだろうか？それは後の研究にゆずることに
して，すくなくとも喜劇の世界は，esprit万能の世界であり，そこで実現する策略の勝利に，観
容は拍手をおくったのである。こういう見方に立っと，Colombineは，まさしく観客の寵児に
なる要素をそなえた娘である。　「Ma　foi，　il　n’est　que　d’av◎ir　de　resp頭，　t6t　Gu　tard，　on　se
tire　d’affalre．」（Le　Mαrchand　duppe，　A，　III，　S．　derniさreの成功を喜ぶColombineの科EDと
陽気な人生観にあふれたこの娘が，たよりにするものは，だから自分自身の才覚だけである。（26）
「Je　ne　passe　pas　pour　b6te．」　（Le　cheηalier　du　sogeit，　scbne　sulny　les　gargonS　marchαnds）
と自負し，　「AIIons，　Colombine，　c’est　ici　qu’il　faut　employer　ton　savoir－faire．－1（Les　Bains
dlt　POI’t　de　3‘Bernard，　A．1，　S．2）と，　自分を励ましている。　Colembineのイメージの最高
のものは，この活き活きした，悪だくみ精神である。若く利発な，娘役の，この悪だくみ精紳に
は，何ともいえぬ軽やかな自由の魅力があったにちがいない。
　　　Colombineと社会謁刺
　　　ところで一方，才気を縦横に働らかせ，支配者を想、うつぼにはめるには，人閥をよく知ってい
　　なければならない。Colombineがしばしば，　「Croyez・moi，　je　me　connois　un　Peu　en　geasJ
（Le　Banqtier・utier，　scb？ze　de　PersiUet　et　de　C・i・mbine）とか，　rv・us　ne　v・us　c・nnaisse・
　　pas　en　homme．」（Les　Chinois，　A．1，　S．4）とか言うのは，この設定をよく示している。
’　　悪だくみ精神の活躍という諏白さと同時に，この現実の人闇，社会のConnaisseurという設
　　定は，Colombln．eに，現代社会の語り手という，大きな，新しい役まわりを与えることになった。
　　その科日は，喜劇が，Com6d三e　des　moeursの流行を迎えていた時代には，観客のたのしみの，
　　大きな部分を占めつつあったと考えられる。Com6die　en　frangaisやsc6nes　frangaisesの場合
　　に，現代を語る場藤が，必ず一つは，長々と存在しているのがその証拠であるが，その語り手は，
　　殆んどの場合，ArlequinとColombineなのである。以下は，　Colombineの場合をとりあげ，
　　彼女がどんな風に現代風俗を語っているかを分析してみよう。
　　　先ず第一に，Molibreが多く猫いたような，現代社会の矛盾の批判者としての場合。例えば，
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結婚に際しで，娘の選択を謙めず，幽閉しようとする愚かさを「de　toutes　les　pr6cautions，　celle
de　garder　une　femme　est　Ia　plus　inutile．」（La　1）rtiCαUtion　inzttile，　A．　HI，　S．3）と批判し，
妻を家事に専念させようとする夫に，　「Sommes－nous　faites　pour　vivre　prisonniさres　dans　Ia
maison．」　（（溜o磁f7z6　Femme　ve？zg6e，　A．1，　S．1）と抗議している。その他，娘の反抗は，父
の無理解が原因だというもの，　「S’ll　n’avoit　song6　qu’a　son　m6nage，三1　n’auroit　pas　eu　tous
ces　chagrins－la．」（Les　Bains　de　la　Porte　de　St　Bernard，　A．1，　S．1），女性も自分の運命は，
自分で切りIMjくべきだというもの，　「La　Plupart　des　femmes　ne　sont　malheureuses　que　faute
de　r6solution．」（Colombine　Femme　ve7igtie，　A．　II，　S．9）などである。　これらの批判は，多く
既成の社会の束縛に対抗して，女性の立場を擁護しようというもので，それは，女性をとりまく
社会の重圧が，決して軽くなっていなかったことを示すが，Colombineが，はっきり批判者の立
場をとっている時には，その主題が，いずれも，Moli6re以来のlieu　communであることを，
まずあげておきたい。
　第二は，肯定も否定もせず，時代の流行を語っている場合で，量からいって，比較にならない
ほどの大きさを占めている。Adamは，1680年以後の世相の大変化を，文学史の中でのべている
が，（27）La　Caitse　des　Femmesでも，　そのことが，のべられている。　「Oti　est　le　temps　que
le　beau　sexe　voyoit．　assiduement　h　ses　pieds　une　jeunesse　fl◎rissantep…les　choses　o・1t　bien
chang6　de　face．　J　（scとne　du　plaidoy6　d’lsabel玉e）
　戦争に荒廃した道徳，　青年たちは，　その場かぎりの亨楽にふけり，購や，お酒落の資金を，
金持ちの来亡人からまきあげようとする。いわゆるJo玉i　hommeの流行である。この世枳を反映
して，Colombineは，色男がどんな風に，女から金をとるかを詳しく描写して，　「les　vieilles
・・esont　pas　les　seules　qui　donnent，　Ies　jeunes　en　oBt　pris　aussi　la　m6thode．」　（Utisse　et
Ci／w，　A。1，　S．3）と説明する。長くつづいた戦争は，喜劇にもはっきり影をおとしていて，
「pann（≡e　n・est　pas　bonne　pour　Ies　filles，　tous　les　gargons　sont　a　圭a　guerre．」　　（Les　FiLtes
errantes，　sclene　de　M．　CroqZtignoSet）と，旅寵の娘はなげいている。恋愛三昧の主都では，一
番人気のあるgens　d’6P6eが，夏の閥は患陣するので，恋入の不足をきたすことになる。　Le
／）雇η励の初の場面で，Colornbineは，　officiersの出発を語り，　「nos　ruelles　menac6s　d’un
d61uge・d’abb6s，　de　chicaneaux，　et　de　tant　d’autres　insectes　de　la　galantrie．」と話している。
また，　「mais，　ce　sont　des　oiseaux　semestres　qui　disparoissent　avec　les　hyrondelles．」と，
軍人たちが，冬の關，人気をさらう様を，よく描いている（La　Coquette，　A，1，　S．7）。
　こうして，購や恋人に貢ぐために，金庫の鍵をにぎることが，Bourgeoiseの理想とされ，（28）
妻は夜申に遊びにでかけて，5，6口も夫婦が顔をあわさないという設」Az（2g）も，数多くみられる。
夫から金がでないなら，恋人からしぼろうという，Coquetteも多くいて，　Joli　hommeに対抗
して，喜劇の面白いテーマだったらしい。La　C．oqz‘etteのr．｝二1で，　Colombineは，恋入の，それぞ
れの利点を，簡単明瞭にのべている。「je　m6nage　tout　le　monde　pour　des　raisons　particuliさres：
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je　me　distingue　ell　voyant　les　gens　de　cour，　les　officiers　me　font　plaisir，　je　trouve　des
ressources　parmi　ies　financiers．」（A．1，　S．6）また，ゐ8　P層π盆ではCoquetteをべんこして，
「Et　aprさs　tout，且’est－il　ipas　juste　que　nous　ayons　notre　revanche？．　」と男女ともに，乱れた
風紀の世を現わしている。これらの現代風俗の描写は，そのまま，面白おかしく譜られることに
よって，一種の社会言風刺として，人気を博したものとおもわれる。
　第三は，制度として，のしかかっていた社会的璽圧を，巧みにすりぬけて，これらの風潮にの
って，羽をのばす女たちの，新しい流行に関するもので，この場合には，Colombineは，そうし
た流行に賛同を示し，積極的にそれを利用しようとしている。賭や浮気にふけるCoquetteな女
主人の小聞使を演じる場合には，Colornbineは，必ず女主人の味方であって，1劉の構造からみた，
役柄の重要さから比べれば，第一と第二の場合を，はるかにしのいでいる。例えば，La　CaUSe
des　Femmesの小間使Colombineは，賭を禁じられて嘆いている令嬢に，「Mariez－vous．1と
すすめる。そして夫を手なずけ，たちまち金庫を離翻にし，夜もおそくしか帰らず，少しずつ露
由を獲得する方法をすすめている（A．1，S．2）。またCoquetterieの必要をといて，「avec　un
peu　de　beaut6…　，　une　fille　ne　va　pas　IQin　dans　le　sibcle　oh　nous　sommes，　il　faut　de　cela
pour　plaire．　」（LαCoqiiette　A．1，　S．2）と，頭を指さして，　Coquetteの理論を展開，頭のよさ
を強調している。また女主入が，吝ン坊の父に，着物もかってもらえない，大人しい令嬢である
場合にも，小闘使Colombineは，策略をあみ出し，商店の店員に色目をつかって，主従の若い
娘二人が，ただで着物を手に入れる方法を思いつく，といった，ゆかいな劇もある。この主題が，
金く当時の新しい社会現象から，得られたことは確である。　「Ces　messieurs　sont　des　marquis
de　bouti（lue，…Enfin　ces　messieurs　sont　les　beaux　gargons　marchands　de　la　rue　aux　Fers，
de　la　rue　St　Honor6．1　（Ar｛equin　ChevaEer　de　Soteit，　scbne　SUI・les　gargons　marclxands）．
　Colombine役発展の原因についての考察
　以上，Colombine役が，フランス人襯客の好みに応じて，どんどん重要性をまして行ったこと，
Colombine役とは，どんなイメージの役で，どんな考えの持主で，どんな役割を果したかという
ことが，明らかになったと思う。これらの事実にもとずいて，最後に，何故Colombineが，そ
れほど大きな入気を博したかという問題を，少し考えてみたい。　　　　　　　　　　・
　先に，Adamの文学史を引用したが，　Lintilhacもその「演劇総史」の中で，17世紀末の，風
俗喜劇の流行を指摘し，Moliさreの遺産のこの部分の発展を，　La　Comkte（D◎nneau　de’　Vis6
L8　Merciu・e　9α伽彦（Boursau至t）　 五’Homme　h　bonne　fortune（Baron）　 Le　C　zevatier
2t　la　mode（Dancourt）とたどって，系譜を確立している。（30）イタリヤ劇団の人たちが，ここに
カを入れたことは当然で，Adamの説と共に，われわれの見たところも，それを証明している。
　ところで，現代風俗を語る場合，いろいろの苦労をなめてきた小娘が，小闇使という，客間の
裏を晃る立場で，りこうな，いきいきした観察を語るという設定は，劇の構成上，非常に便利だ
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った，ということが，第一に考えられる。イタリヤ劇団の現代風俗の科日描写の場面が，ほとん
どArlequiRとColombineによって演じられているのも，そのためである。　Colombineは，
Com6die　des　moeursという波にのって，その小聞使という役柄によって，人気を博したと，
まず，いえるだろう。
　つぎに，どんな見方で，現代社会を眺めるのが，面白いかといえば，世の退廃をなげくより，
社会の偽善の裏をみて，大笑いするのが喜劇の本質だということを考えると，既成の秩序の重圧
をくぐりぬけ，尊大ぶった権力者の自惚れと愚かさを利用して，自分の愚った方へ動かしてゆく
のが～番面白いにちがいない。活澄に策をたて，だましたり，すかしたりして，機敏に一杯くわ
せる，この小周使に，人気の集ったのをみると，17世紀末の，偽善的な社会の中で，人々は，束
縛の巾に生きる女性に味方して，その術策に拍手するほど，軽やかな臼由に憧れていたのだと，
理解できる。世梱に敏感な，イタリヤ劇団を通じて，喜劇の世界は，すでに，18世紀初頭を予告
　していたのである。（31）
　さらに，あらゆる特権に，がんじがらめになった絶対王制の下で，自分の頭だけがたよりの小
聞使に，囑釆をおくる観客は，その秘められたヱネルギーを信じ，才覚を儒じはじめていたのに
ちがいない。若いながら，がっちりやで，金銭欲にも無縁でなく，悪をみても面白がり，自分の
頭のはたらきを信じて，主入たちをひきまわす，陽気なColombineは，やがて，　Marivaux劇
で，磨きをかけられた後，小意気にエレガントなSuzanneにまで成長するが，この娘に魅力を感
じたフランスの観客の巾には，身分も家柄も，何ものでもない，個人の頭のよさだけで勝負しろ，
という企く別な価値体系への淡い希望が，18世紀を先取りして，生まれていたにちがいない。以
上，Colombine役の発展と，その社会的背景との間に，一つの関係を推定してみた。この検討は，
今後の研究にゆずりたいが，最後に，われわれが，附属的に，仮定していた，Marivaux劇や，
Dancourt劇との，関係はどうだろうか。　Co1。mbineのような娘が，実際の社会に，多くなって
いたかどうかというところまでは，結論できないけれども，イタリヤ劇団でも，Dancourt劇と
同じく，娘役は，充分行動力を与えられて，活躍しており，その行動手段は，つねに策略だった
と言うことができる。ただ，同じ若い娘でも，Dancourt劇よりも，小閥使の活躍が目立ち，小
間使Colombineと，下僕Ariequinの恋が，主入同志の恋と，二重奏をかなでる設定が多く，
この点，Dancourt劇よりも，　Marivaux劇をおもわせる。　Marivaux劇の著しい特徴である，
小意気な，かしこい小間使が，イタリヤ劇団のレパートリーに，見られることは，この劇団が，
18世紀初頭に，再度来仏したこととも合わせて，Marivauxが，ここから大きな影響を受けてい
たことを，示すといってよいであろう。（32）
i
　Colombineの性格という面から考えると，　Dancourtの娘役が，令嬢も，小閥使も，野心にも
えて，劇中にはまりこみ，一つの謁刺の対象になっていたのに対して，Colombineは，しばしば，
舞台にのぼせられた現代風俗を，描写，註釈する役害哩を，はたしており，Moli壱reの田舎ものの
召使のような批覇者とまでは，いかないけれども，観察者としての，りこうさ，を感じさせ，
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一種の貫録を与えられている。イタリヤ劇団のために，いろいろの．作家が，脚本をかいたにもか
かわらず，小閲使Colombineは，金作品を通じて，一度も失敗して笑われる目にあっていない
ことも，この印象をつよくする。もう一書，つけ加えるならば，Marivaux劇の／lx間使が，善意
にあふれていて，道徳的なのに対して，問じように小意気で，きびきびしながらも，Colombine
の人生観が，既成の道徳をものともせず，鋭くシニックであるのは，やはりDancourtの時代を
あらわしているといえよう。
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　　Demers，　Le　Vaiet　et　ta　SOub’・ette　cle　tVloti2re‘）la　R6votution．
⑯　本名An961ique　Toscano．　Capitan役の，　Pascarlelの妻，初めMarinette役。
（17）《Cet　enfant．蟻avoit　des　dents　tt　trois　mois．　Aussi（dleu　la　b6n三sse）　正a　voila　bien　avanc6e
　　pottr　son　age：il　y　a　mille　femme　il　Paris，　qtli　n，en　savent　pas　tant　h　leur　troisiもrne　mari，　que
　　ce正le－lb　ti　son　premier》，（A．1，　S．1）．
臼8）《la　soubrette　ne　rerse：nblalt　plls益1a　vleille　servante　des　comSdies　de　Moliさre》，（A．　Adam，
　　0／）．　（rit．，　p．285）．
⑯　L・AbensOu「，　La　Femnte　et　le　F6minisηne（t－vallt　ta　Il6rvJotttt’ionに詳しい研究がある（p．222－4）．
20）　《lje　pensois，　mo1，　qtt’une　hLimeur　sincをre，　soutenue　de　beaucoup　de　problt6，　engageoit　plus
　　fortemellt》凸
（L）1）　1；羊しし・｝｛莞1リ］｛よ，　KlrkneSS，　le／ン’allcais　du　Th6ditre　italien　参1照7
⑳例えば，L’EmPeノ噛ettt’dans　tα　Liine（8．∫1‘”les　9ユノ¶c…∫mirC｝tαn｛SS），加D∫ひ・κ8，　LθMα8’chα・・d
‘1妙♪6，LαCoq’uette　o・it　VAcad6mie‘les　Dα？nes，　La　FiUe　de　ben　sens，　
Les　A‘iieux　des　O∬三clers，
　　Les　Aηentures　des　Ciiαntp∫　Elisees，　LθS．SouhCtitS，　Le　DgPaノ’t　des　com雄di．ens　（S．4，／．lrt（2σμ’π　et
　　de　Coloni．bine），　Les　1）＃omenades　de　1）aグis，　Le∫　A40η彦83　d，Eg），♪te，　etc．
％）　劇の申だけでなく，後｝こ1ま，Le　Depart　des　Com彪diensやf’｛rieqliin　A石5α7｝飾ro♪8のよう1こ，荊口
　　上の場は，ArlequinとColombineでやるように．なっている．
圏　A．「Oh　ga，　ma　chさre　Colombine，　tu　sais　que　je　t・aime　autant＿Voyant　Co正omb三ne　qui　consi－
　　dere　la　bourse，　autant　que　tu　aimes　cette　bourse．　Nos　maitres　vont　se　mar三er，　il　faut　n・us
　　marier　aussi．」C．「Nous　verrons．」A．「Comnaent　nous　verrons？．1　C．「J，y　penserai．」（La　Filte
de 　bon 　sens，　A。1，　S．5）．
2う｝　A．「J’ai　de　llesprit　comme　un　diable．」（ibid．　A．1，　S．5）．
（26）　　「⊆≧uand　une　fille　a　quelque　savoir－faire，　elle　ne　manque　Pas　d’adorateur」（tVaomies　d’　i♪gv♪te，
　　A．1，S．1）．「しme　fille　uエユpeu　savante　sur　1’article　（mariage）Ie（homme）manie　comme　un
　　chamois（La　Coqitette，　A．1玉，　S．3）．
（27）A．Adam，　o♪．　cit．，　t．　V，　cbap，1er，　Le　Ciimat．，
廷281　　「Un　mar三ne　do三t　que…　faire　venir　l’argent　a　la　maison，　et　la　femme…　le　d6penser」　　（La
　　Fausse　co　（1　ll　ette，　A．1王，　S．3）
嫁1》　Le　BanqnerOiitier，　Aほ，　S．1など典璽的．
｛30）　Lintilhac，　Histoire　g6n6rate　dzt　th6凌tre，　tome　王II，　ta　CoM6die　du　17t　sieci（2，　p．434．
囎　こういう傾向に対して，反対の動ぎも強く，A．　Adam，　op．　cit．，　t．　V，　P．287－9など参照・
脳　G．Larroumet，　A，1αrivav　x　sa　vie　et　ses　oeuvres，　p．36．
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